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　このたびは、電子辞典『模範六法 2010 平成 22 年版 CD-ROM』をお買
い上げいただき、誠にありがとうございます。
　書籍版『模範六法』は、1921 年の創刊以来、学習と実務に役立つ六法
として多くの読者に支持され、90 年近くもの間刊行を続けてきました。
この間、基本法令に判例要旨を掲載した「判例六法」として毎年の改訂を
重ね、今日に至っております。本CD-ROMには、書籍版『模範六法 2010 
平成 22 年版』の本文データが収めてあり、このディスクに搭載されてい
る検索ソフトウェア『BTONIC（ビートニック）』のプログラムとあわせて、
ハードディスクにインストールした状態でご使用いただけます。
　この電子辞典には、法令が 410 件収録され、うち 38 の主要法令に判例
要旨が掲載されています。本年版では、新たに、　外国等に対する我が国
の民事裁判権に関する法律を収録しました。また、国籍法、外国人登録法、
住民基本台帳法、銃砲刀剣類所持等取締法、道路交通法、出入国管理及び
難民認定法、自然環境保全法、不動産登記規則、会社法、会社法施行規則、
会社計算規則、電子公告規則、商業登記規則、金融商品取引法、財務諸表
等の用語、様式及び作成方法に関する規則、民事執行規則、民事保全規則、
特別家事審判規則、組織的な犯罪の処罰及び犯罪収益の規制等に関する法
律、刑事訴訟規則、少年審判規則、労働基準法、育児休業、介護休業等育
児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律、社会福祉法、児童福祉
法、臓器の移植に関する法律、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関す
る法律、不当景品類及び不当表示防止法、不正競争防止法、消費者基本法、
消費者契約法、割賦販売法、特定商取引に関する法律、貸金業法、外国為
替及び外国貿易法、関税法、農地法、宅地建物取引業法、著作権法など、
前年版以降の法改正を収録しました。
　この電子辞典では、全条文を対象に、入力したキーワードを含む条文の
検索の他、法令名を直接入力しての法令検索ができます。また、法令名と
条数や、キーワードを複数入力することで、条件をしぼっていくような複
合的な検索ができます。全文検索では、文字列一致検索ができます。さら
に、機動性を高めたビューアを実装したことで、快速な検索を実現し、大
変使いやすくなっています。
　この電子辞典のご使用にあたっては、本解説書とあわせて『BTONIC』
の「ヘルプ」メニューをご参照いただき、ご活用いただきたく存じます。
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　本 CD-ROMは、ウィンドウズ（Windows）対応のソフトウェアですので、マッキントッシュ
（Macintosh）などの他のオペレーティング・システム（OS）ではお使いになれません。お使いのパー
ソナルコンピュータの環境をご確認いただき、以下にご案内する動作環境にご留意いただいたう
えでご使用ください。
・動作確認済みOS ………………日本語版Microsoft Windows XP Home Edition

日本語版Microsoft Windows XP Professional
日本語版 Windows Vista Home Basic
日本語版 Windows Vista Home Premium
日本語版 Windows Vista Business
日本語版 Windows Vista Ultimate
日本語版 Windows  ７ Starter
日本語版 Windows  ７ Home Premium
日本語版 Windows  ７ Professional
日本語版 Windows  ７ Enterprise
日本語版 Windows  ７ Ultimate

・CPU ………………………………Windows XP：Pentium III 600MHz 以上
・必要なメモリ容量 …………………Windows XP：512MB 以上
・ハードディスクの空き容量 ………… 100MB 以上
・必須のブラウザ …………………… Internet Explorer 6 ／ 7 ／ 8
※Windows Vista / 7 に関しては、CPUと必要なメモリ容量はOS自体の推奨システム要件
によります。

　『模範六法 2010 平成 22 年版 CD-ROM』をウィンドウズ上でご使用になるには、まず、本ディ
スクの法令データファイル、並びに検索ソフトウェア『BTONIC（ビートニック）』関連のプログラ
ムファイルと専用フォントファイルをハードディスク上にインストールする必要があります。インストール
の方法については、次ページをご参照ください。
※ 専用フォント：「モトヤSS明朝 2」「モトヤSS 明朝 5」
　なお、本製品をご利用いただくには、インストール時に『使用許諾契約書』をよくお読みいた
だき、ご同意いただく必要がございます。

動作環境

ご使用になる前に
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インストールの手順
・ ウィンドウズを起動させ、本ディスクをCD-ROMドライブにセットしますと、セッ
トアップ・ウィザードが自動的に起動しますので、以降は、画面の指示に従ってく
ださい。

・ 本ディスクをCD-ROMドライブにセットした状態で、セットアップ・ウィザードが
自動的に起動しない場合は、「エクスプローラ」を立ち上げ、CD-ROMドライブの
アイコンをダブルクリックします。次に、「Setup.exe」をダブルクリックして、
セットアップ・ウィザードを起動させ、以降は、画面の指示に従ってください。

・ インストールが終了すると、デスクトップに「SANSEIDO BTONIC Viewer」とい
うショートカットアイコンができます。また、「スタート」メニューの「プログラ
ム」の中に「三省堂」というグループが作成されます。また、「コントロールパネ
ル」の「フォント」を開くと、「モトヤSS明朝2」と「モトヤSS明朝5」がインス
トールされていることを確認できます。

・アンインストールをするには、「スタート」メニューの「プログラム」から「三省
堂」を選び、さらにその中から「BTONIC Viewerの削除」を選択します。次に、
ダイアログボックスが表示されましたら、「はい」をクリックしますと、すべての
コンポーネントを削除できます。ただし、アンインストールをしても、専用フォン
トファイルは削除されません。

『BTONIC』の起動と終了
・『BTONIC』を起動するには、ショートカットアイコン「SANSEIDO BTONIC 
Viewer」をダブルクリックするか、「スタート」メニューの「プログラム」から

 「三省堂」を選び、さらにその中から「BTONIC Viewer」を選択します。
・ 終了するには、メインウィンドウを閉じるか、タスクバーにあるアイコンを右ク
リックして「閉じる」を選びます。

各部の名称

本文表示フレーム

オプション検索メニュー

辞書の選択

リストフレーム

メインウィンドウ

検索文字列ボックス
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検索を始めよう
・メインウィンドウを開く ／ 書籍の選択
　『BTONIC』を起動させると、メインウィンドウが開きます。
　小社発行のBTONICタイトルの他の辞書をお持ちの場合は、書籍の選択を行います。まず、
メインウィンドウにある書籍選択のプルダウン・メニューから「模範六法 2010 平成 22 年版」を
選択してください。

・画面上でのページについての考え方
　「本文表示フレーム」のツールバーの「前頁」「次頁」や、右側のスクロールバー
についてのページの範囲は、「リストフレーム」の目次の階層の切り分け方に従ってい
ます。この電子辞典では、目次上での末端の階層をページの単位にしています。な
お、「分割画面」にした際には、それぞれの画面において、「前頁」「次頁」の機
能を備えています。お手元のキーボード上にある「Page Up」「Page Down」のキー
機能は、「本文表示フレーム」「リストフレーム」におけるスクロールバーの機能と同
等ですが、アクティブにしたほうのフレームのスクロールバーと連動しています。
　また、「本文表示フレーム」のツールバーの「前項目」「次項目」は、１項目ごと
にスクロールできます。

・検索結果の印刷
　「本文表示フレーム」へ表示された検索結果の文章を印刷するには、「印刷」メ
ニューのアイコンをクリックすると、該当ページが印刷されます。また、分割画面にし
た際には、アクティブにしたほうの画面の文章が印刷されます。ただし、項目などの
範囲を任意に選択して印刷される場合は、「印刷」メニューのアイコンをクリックすると、
ダイアログボックスが開きますので、そこの「選択した部分」を選んでから印刷してく
ださい。

・検索結果を他のアプリケーション上で表示・印刷
　「本文表示フレーム」へ表示された検索結果の文章をコピーして、ワープロソフト
等の他のアプリケーションに貼り付けて表示・印刷することができます。このとき、アプ
リケーション側の「フォント」の設定で、モトヤSS 明朝などの専用フォントを選択して
ください。こうすることで、記号などのシフト JIS 以外の文字（外字）についても表
示することができます。

検索上の留意点
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　なお、表示・編集・印刷は、貼り付け先のアプリケーション上で行うことになります。
　また、アプリケーションを用いて、検索結果をその保存形式に従って、ファイルに
保存することもできます。

・画面分割
「画面分割」メニューのアイコンをクリックすることで、「本文表示フレーム」を２分割
してご利用いただけます。画面分割した際には、上下のどちらの画面がアクティブ
になっているのかをご確認してから、検索などの操作をしてください。なお、アクティ
ブにした画面は辞書名を表示したツールバーが青色で、非アクティブの画面はツー
ルバーが灰色になります。

・フォント表示の縁取りの調整
「本文表示フレーム」に表示されている、見出し部分などの大き目の文字がかすれ
て見えている場合は、フォント表示の縁取りを調整することをお勧めします。
Windows XP Home Edition の場合：「コントロールパネル」の「画面」アイコンを
ダブルクリックして開いた「画面のプロパティ」の「デザイン」タブをクリックしてください。
次に、そこにある「効果」ボタンをクリックして開いたポップアップに記載の「次の方
法でスクリーンフォントの縁を滑らかにする」のチェックを外してください。
Windows Vista Home Premium の場合：「コントロールパネル」の「個人設定」
アイコンをダブルクリックして開いたダイアログの「ウィンドウの色とデザイン」をクリック
してください。次に、「デザイン」プロパティを開いて「効果」ボタンをクリックして開
いたポップアップに記載の「次の方法でスクリーンフォントの縁を滑らかにする」のチェッ
クを外してください。
Windows ７ Home Premium の場合：「コントロールパネル」を開き、「システムとセ
キュリティ」を選び、「システム」をクリックしてください。続けて「システムの詳細設
定」をクリックして開いたダイアログの「詳細設定」タブを選び、「設定」ボタンをクリッ
クしてください。次に、「パフォーマンスオプション」を開いて、「視覚効果」タブをク
リックして開いたポップアップに記載の「スクリーンフォントの縁を滑らかにする」のチェッ
クをはずしてください。

・文字・書式の設定変更
「設定」メニューのアイコンをクリックして開いたダイアログで、文字サイズ、横書き・
縦書きを設定変更できます。
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　完全一致による見出し語検索（法令検索）では、ツールバーの検索文字列ボックスに入力
した文字列（キーワード）と見出し語（法令名、あるいはその略称）の文字列が一致する語
を検索します。
　次に、前方一致による見出し語検索では、入力した文字列と見出し語の語頭の文字列が一
致する語を検索します。なお、入力する見出し語は、ひらがな、カタカナ、漢字、アルファベット
などのどんな文字種でも受け付けます。例えば、「民」と入力すると、「民法」「民事訴訟法」「民
事執行法」等を検索します。また、「民事訴訟法」の場合、「民訴」「みんそ」「ミンソ」と
略称を入力しても検索できます。この略称は、本解説書の17ページ以降の「収録法令名一覧」
に太字で表示してあります。また、後方一致による見出し語検索も同様に行うことができます。

①　まず、見出し語検索方法のプルダウン・
メニューより、「前方一致」を選んでくださ
い。
②　検索文字列ボックスに「商」を直接入
力し、この右隣りの「検索」ボタンをクリッ
クすると、「商」で始まる項目一覧が「リ
ストフレーム」に表示されます。
③　　「商」で始まる項目一覧が「リストフレー
ム」に表示されます。該当の法令・規則
が6件あることがわかります。
④　該当の法令・規則のうち、調べたい法
令名略称「商登規」をクリックすると、そ
の条文が「本文表示フレーム」に表示さ
れます。なお、法令名略称については、
本解説書17ページ以降の「収録法令
名一覧」（あるいは、本解説書14ペー
ジのメニュー検索）をご参照ください。

「商業登記規則」を前方一致で検索

見出し語検索（完全／前方／後方一致）
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　法令名、条数を入力して直接条文を検索する方法です。法令名は検索文字列ボックスの中
の「五十音順法令索引」や「部門分類別法令索引」の候補欄から選択して入力することに
なります。

①　　「オプション検索」メニューのアイコンを
クリックすると、プルダウン・メニューが開
きます。
②　このプルダウン・メニューにある「法令・
条数検索」ボタンをクリックすると、ダイア
ログボックスが開きます。
③　「法令名 :」の最初の検索文字列ボッ
クスの右端の▼ボタンをクリックして表示
される入力候補の「五十音順法令索引」
を選択し、２番目の検索文字列ボックスか
ら「み」を選択し、３番目の検索文字列ボッ
クスから「民法」を選択して、「条数 :」の
検索文字列ボックスには「555」を直接
入力します。最後に、「検索」ボタンをクリッ
クします。
④　民法 第555条に該当する項目「民
555〔売買〕」が「リストフレーム」に表
示されますので、ダイアログボックスを閉じ
てください。
⑤　次に、「民555〔売買〕」をクリックすると、
該当する条文が「本文表示フレーム」に
表示されます。

⑥　例えば、条数が「第１条ノ２」のように
枝条の場合は、ハイフン記号「-」を使っ
て、「1-2」と入力してください。

「民法 第 555 条」を検索

法令・条数検索



　キーワードを入力して、そのキーワードを含む条文を検索する方法です。法令名、部門名を
定めることにより、適宜、検索範囲を設定できます。キーワードは複数個入力できます。法令名
や部門名は検索文字列ボックスの中の候補欄から選択して入力することになります。
　また、全法令の全条文を対象にキーワード検索を行うときは、法令名、部門名を設定しない
で検索を実行してください。

①　「オプション検索」メニューのアイコン
をクリックすると、プルダウン・メニュー
が開きます。
②　このプルダウン・メニューにある「条
文検索」ボタンをクリックすると、ダイ
アログボックスが開きます。
③　「キーワード:」の検索文字列ボック
スに「合併契約」を入力し、「部門名 :」
の検索文字列ボックスの右端の▼ボタ
ンをクリックして表示される入力候補から
「商法編」を選択し、「検索」ボタン
をクリックします。
④　「合併契約」を含む「商法」分野
の条文の項目一覧が「リストフレーム」
に表示されます。56件の該当の条文
があることがわかります。ここで、ダイ
アログボックスを閉じてください。
⑤　「リストフレーム」から調べたい条文
の項目をクリックすると、その条文が「本
文表示フレーム」に表示されます。

9

「合併契約」を含む条文を「商法」分野の
法令・規則の中から検索

条文検索
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　キーワードを入力して、そのキーワードを含む判例要旨を直接検索する方法です。法令名、
部門名を定めることにより、適宜、検索範囲を設定できます。キーワードは複数個入力できます。
法令名や部門名は検索文字列ボックスの中の候補欄から選択して入力することになります。
　また、全判例要旨を対象にキーワード検索を行うときは、法令名、部門名を設定しないで検
索を実行してください。

①　「オプション検索」メニューのアイコンを
クリックすると、プルダウン・メニューが開
きます。
②　このプルダウン・メニューにある「判例
要旨検索」ボタンをクリックすると、ダイア
ログボックスが開きます。
③　「キーワード:」の検索文字列ボックスに
「再審」を入力し、「部門名 :」の検索
文字列ボックスの右端の▼ボタンをクリック
して表示される入力候補から「刑事訴訟
法編」を選択し、「検索」ボタンをクリック
します。
④　「再審」を含む「刑事訴訟法」分野
の判例要旨の項目一覧が「リストフレーム」
に表示されます。44件の該当の判例要
旨があることがわかります。ここで、ダイア
ログボックスを閉じてください。
⑤　「リストフレーム」から調べたい判例要
旨の項目をクリックすると、その判例要旨が
「本文表示フレーム」に表示されます。

「再審」を含む判例要旨を「刑事訴訟法」分野の中から検索

判例要旨検索



　本文の全データを対象に該当する文字列（キーワードとは限らない）を逐次検索します。
　単一でも複数でも文字列を入力したうえで、複数個の場合はANDかORかの条件を選び、
本文の全データを検索し、検索結果の一覧を「リストフレーム」に表示します。
　また、法令名や部門名を指定して範囲を限定して検索することもできます。

①　「オプション検索」メニューのアイコンを
クリックすると、プルダウン・メニューが開
きます。
②　このプルダウン・メニューにある「模範
六法全文検索」ボタンをクリックすると、
ダイアログボックスが開きまします。
③　「文字列1:」の検索文字列ボックスに
「公共の福祉」と入力し、「検索」ボタ
ンをクリックします。
④　「法令名1:」などは「指定なし」とします。
⑤　「公共の福祉」を内容に含む条文・判
例要旨の項目一覧が「リストフレーム」に
表示されます。76件の該当の条文・判
例要旨があることがわかります。ここで、
ダイアログボックスを閉じてください。
⑥　「リストフレーム」から調べたい条文・判
例要旨の項目を選んでクリックすると、そ
の内容が「本文表示フレーム」に表示さ
れます。
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「公共の福祉」という単一文字列を全文検索

全文検索（単一文字列）
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　複数個の文字列を入力したうえで、AND条件のもとで、本文の全データを検索し、検索結
果の一覧を「リストフレーム」に表示します。
　また、法令名や部門名を指定して範囲を限定して検索することもできます。

①　「オプション検索」メニューのアイコンを
クリックすると、プルダウン・メニューが開
きます。
②　このプルダウン・メニューにある「模範
六法全文検索」ボタンをクリックすると、
ダイアログボックスが開きます。
③　「文字列1:」と「文字列2:」の検索
文字列ボックスにそれぞれ「遺言」と「効
力」を入力して、「検索」ボタンをクリック
します。
④　「法令名1:」などは「指定なし」とします。
⑤　「遺言」と「効力」を内容に含む条文・
判例要旨の項目一覧が「リストフレーム」
に表示されます。36件の該当の条文・
判例要旨があることがわかります。ここで、
ダイアログボックスを閉じてください。
⑥　「リストフレーム」から調べたい条文・判
例要旨の項目を選んでクリックすると、そ
の内容が「本文表示フレーム」に表示さ
れます。

「遺言」と「効力」という２つの文字列を
AND条件で全文検索

全文検索（複数文字列 / AND条件）



①　「オプション検索」メニューのアイコンを
クリックすると、プルダウン・メニューが開
きます。
②　このプルダウン・メニューにある「模範
六法全文検索」ボタンをクリックすると、
ダイアログボックスが開きます。
③　「文字列1:」の検索文字列ボックスに
「著作権」と「出版権」をスペースを間
に入れて入力して、「検索」ボタンをクリッ
クします。
④　「法令名1:」などは「指定なし」とします。
⑤　「著作権」または「出版権」を内容に
含む条文・判例要旨の項目一覧が「リス
トフレーム」に表示されます。170件の
該当の条文・判例要旨があることがわかり
ます。ここで、ダイアログボックスを閉じて
ください。
⑥　「リストフレーム」から調べたい条文・判
例要旨の項目を選んでクリックすると、そ
の内容が「本文表示フレーム」に表示さ
れます。
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　複数個の文字列を入力したうえで、OR条件のもとで、本文の全データを検索し、検索結果
の一覧を「リストフレーム」に表示します。
　また、法令名や部門名を指定して範囲を限定して検索することもできます。

「著作権」と「出版権」という２つの文字列を
OR条件で全文検索

全文検索（複数文字列 / OR 条件）
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　メニュー検索は、「リストフレーム」の目次のうち「この辞書の使い方」の下の階層にセットさ
れているメニューを選択して次 に々階層を降りていき、調べたい項目を検索する方法です。

①　「リストフレーム」の「目次」ボタンをクリッ
クします。
②　「リストフレーム」の目次項目のうち「こ
の辞書の使い方」の「＋」マークをクリッ
クして「－」マークにすると、「五十音順
法令一覧」が表示されます。「五十音順
法令一覧」の「＋」マークをクリックして「－」
マークにすると、五十音索引の階層が開
きます。
③　五十音索引の中から調べたい法令名
の頭文字をクリックし、目的の法令名（略
称）をクリックすると、その条文が「本文
表示フレーム」に表示されます。

　以下は、いくつかのメニュー検索の事例です。

メニューの一覧
五十音順法令一覧、事項索引、判例要旨一覧（年月日順）、判例要旨一覧（法令・
条文別）、法令名略称一覧、ひらがな条文一覧、一覧表・資料集、凡例

「五十音順法令一覧」メニューの検索

メニュー検索



①　「リストフレーム」の「目次」ボタンをクリッ
クします。
②　「リストフレーム」の目次項目のうち「こ
の辞書の使い方」の「＋」マークをクリッ
クして「－」マークにすると、「事項索引」
が表示されます。「事項索引」の「＋」
マークをクリックして「－」マークにすると、
五十音索引の階層が開きます。
③　「リストフレーム」で、五十音索引の中
から調べたい事項を選択すると、その事
項に関する条文の項目一覧が「本文表
示フレーム」に表示されます。

④　この一覧から目的の項目を選択すると、
該当の条文が「本文表示フレーム」に
表示されます。

①　「リストフレーム」の「目次」ボタンをクリッ
クします。
②　「リストフレーム」の目次項目のうち「こ
の辞書の使い方」の「＋」マークをクリッ
クして「－」マークにすると、「判例要旨
一覧（年月日順）」が表示されます。「判
例要旨一覧（年月日順）」の「＋」マー
クをクリックして「－」マークにすると、年
譜索引の階層が開きます。
③　年譜から該当する年次を選んでクリック
すると、判例要旨の項目一覧が表示され
ます。次に、調べたい項目をクリックすると、
その判例要旨が「本文表示フレーム」に
表示されます。そこからさらに、該当の条
文へもジャンプできます。
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「事項索引」メニューを検索

「判例要旨一覧（年月日順）」メニューを検索
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　参照検索は、「本文表示フレーム」に表示されている特定の条文から、その参照条文、判
例要旨などの関連項目へジャンプする機能です。こうした機能が埋め込まれているアイコン（文
字列や画像）には色がついています。そのアイコンをクリックすると、該当の項目へジャンプでき
ます。
　また、「本文表示フレーム」を分割画面にし、条文とその関連項目を対照して閲覧することも
できます。

①　検索文字列ボックスに「憲法」を入力し、
「検索」ボタンをクリックします。
②　「リストフレーム」に「憲0」が表示さ
れますので、それをクリックすると、日本国
憲法の前文が「本文表示フレーム」に
表示されます。

③　「本文表示フレーム」を分割する場合は、
まず、「画面分割」メニューのアイコンを
クリックします。画面分割した際には、上
下のどちらの画面がアクティブになってい
るのかをご確認してから、検索などの操作
をしてください。
④　マウスで境界線をポイントし、境界線を
上下へドラッグして移動させることができま
す。
④　「本文表示フレーム」に表示されている
見出しの右隣りにある「判例」アイコンを
クリックすると、該当する判例要旨が分割
されたフレームに表示されます。
⑤　１画面表示に戻るには、「画面分割」
メニューのアイコンをクリックするか、境界
線を最下部へドラッグしてください。

日本国憲法の前文の「判例要旨」へのジャンプ

参照検索


